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	 コエンザイムQ10で肌荒れ改善

	 美しく透明感のある肌を維持していくためには、クレンジングをおろそかにしてはいけません。

最近の化粧品ではコエンザイムQ10が配合されたものがあるのですが、コエンザイムQ10が含まれているような化粧品は崩れにくくて落ちにくいものが多いようです。

しかし、だからといって毎日化粧を落とすたびに強力なクレンジング剤でごしごしと皮膚をこすってしまうのは厳禁なのです。



なぜなら、クレンジング剤を使用してメイクだけを落とすことができれば何の問題もないのですが、メイクだけ落とすのではなくて肌の中にあるヒアルロン酸やコラーゲンや必要な皮脂などのような潤いのために必要としている成分も落としてしまうからなのです。

コエンザイムQ10が含まれているような化粧品を落とすためにクレンジングをする際には、肌に優しい植物系のオイルを使って、さらに指の柔らかい部分が顔にあたるように意識をして時間をじっくりとかけながらゆっくりと落としていった方がいいでしょう。

こういった細かい点を面倒がらずにケアしていくことが美肌作りにとって必要なのです。



洗顔についても、クレンジングと同じように充分に気を使いたいものです。

油性の汚れに対して、同じ油性のクレンジング剤を使用して化粧品を油になじませて浮かして落とすのがクレンジングですが、それだけでは顔に汚れが残ったままになってしまいます。

そこで、洗顔でしあげる必要があるのですが、ここでも必要な皮脂まで落としてしまわないように注意しなければなりません。

ただしい洗顔方法としては、泡立てネットなどを使用してできる限りきめ細かい弾力のある泡を立てることによって、最初はあごなどといったような比較的皮脂の多い箇所から優しく丁寧に洗いはじめることがポイントです。



次に目元や口元についてですが、こういった箇所はこするのではなくて、泡をあてるだけで充分です。

そしてすすぎについてですが、この段階では泡や洗顔料などの成分が肌に残ってしまわないように少し多すぎるかなと思う程度の回数ですすぎましょう。

最後にふきとりについてですが、清潔なタオルで押さえるようにして水気をとることが重要なのです。



参考URL

皮膚や肌に良いコエンザイムQ10

http://kotori.cage.to/co7.html
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